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奈良市長が掲げるマニフェスト

北陸一の産業・技術都市を目指して「越前市産業

活性化プラン」を着実に推進します。

「越前ブランド」を確立し、商業や観光、さらには

農林業の振興にも結びつけ、産業全般の活性化を

図ります。

・「中心市街地活性化プラン」や「まちづくり条例」

を策定し、中心市街地を活性化

・「観光振興プラン」を策定し、菊人形や伝統工芸

など観光資源を磨き、観光事業を推進

・学校給食などで「地産地消」や「食育活動」を推進

するプログラムを策定

・地球温暖化対策の「行動計画」を策定

防災体制の確立や治安の回復、交通体系の整備に

積極的に取り組み、安全で安心な越前市を築きます。

・東西１号線の早期整備

・吉野瀬川や鞍谷川、服部川などの河川改修事業

を促進

・小中学校や地区公民館の耐震診断を促進

・犯罪の発生抑止に向けた取り組みを強化

元気な産業づくり

安全で安心なまちづくり

元気な人づくり

広域的で、市民が主役の
まちづくり

地域の発展を支える人づくりに全力で取り組み、

福祉や教育の拡充を進めます。

子育て支援や女性の社会参画、高齢者や障害者の

福祉、市民の健康増進活動を積極的に進め、将来

に不安のないまちづくりを進めます。

・高齢者の健康づくり、生きがいづくりを推進し、

介護予防を充実

・小学校入学前の全乳幼児の医療費を無料化

・教育カリキュラムの多様化や30人学級の実現に

向けた体制を整備

・スポーツや文化のまちづくりを推進

「丹南はひとつ」との認識に立ち、近隣の市町との

連携を強化し、広域的なまちづくりを進めます。

市民との対話を積み重ねることで、「市民が主役」

のまちづくりを推進します。

・「越前市行財政構造改革プログラム」を策定

・自治振興会の活動を促進

・市内17地区で「地域ミーティング」を開催

・予算や決算を公開し、税金の使われ方を開示

初
代
市
長
に
就
任
し
た
奈
良
俊
幸
市
長
に

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て

聞
き
ま
し
た

市
役
所
に
﹁
現
地
現
場
主
義
﹂
の
導
入
を
決
め
た
奈
良
市
長
。
先
月
開
催
さ
れ
た｢

花

筐
も
み
じ
ま
つ
り｣

で
訪
れ
た
花
筐
公
園
で
も
、
地
元
の
人
か
ら
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
公
園
内
を
散
策
し
ま
し
た
。

奈
良
俊
幸
越
前
市
長

就
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
こ
の
た
び
、
初
代
の
越
前
市
長
と

し
て
越
前
市
の
か
じ
取
り
役
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
ご
支
援
の
お

か
げ
と
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
今
回
の
選
挙
に
あ
た

り
﹁
え
ち
ぜ
ん
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
と

名
付
け
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
発
表
し

ま
し
た
。

　
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、｢

元
気

な
産
業
づ
く
り
﹂﹁
元
気
な
人
づ
く
り
﹂

﹁
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
﹂﹁
広

域
的
で
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
﹂
を
目
指
し
た
４
つ
の
柱
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

実
現
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

協
働
で
、
﹃
元
気
な
越
前
市
﹄
を
築
い

て
い
き
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
ご
あ
い
さ
つ

■
終
わ
り
に

　
私
は
こ
の
１
年
間
、
旧
武
生
市
内
、

旧
今
立
町
内
を
く
ま
な
く
歩
き
、
多

く
の
市
民
と
話
し
合
い
を
積
み
重
ね

る
中
で
、
市
政
の
課
題
は
﹁
現
地
現

場
﹂
に
あ
り
、
そ
の
解
決
を
行
政
に

期
待
し
て
い
る
市
民
の
熱
い
思
い
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
従
っ
て
市
役
所
に
﹁
現
地
現
場
主

義
﹂
を
採
り
入
れ
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
市
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
市
政
運
営
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図
り
、
時
代
の
要
請
や
市

民
の
期
待
に
速
や
か
に
こ
た
え
る
こ

と
が
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
精
神
的
・
経
済
的
・
財
政
的

﹁
自
立
﹂を
目
指
し
て

取
り
組
み
を
強
化

ー
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

　
　

環
境
に
つ
い
て
の
認
識
は
？

■﹁
現
地
現
場
主
義
﹂を
採

り
入
れ
、市
民
の
期
待
に

速
や
か
に
こ
た
え
る

ー
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
に
向
け
た

　
　

新
生
・
越
前
市
の
体
制
は
？

■
最
重
要
課
題
は

　
　

旧
市
町
の
融
和

ー
当
面
の
具
体
的
な
取
り
組
み

　
　

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
ま
ず
、
初
代
市
長
と
し
て
の
最
重

要
課
題
は
、
旧
武
生
市
と
旧
今
立
町

の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

合
併
に
伴
う
住
民
の
不
安
感
を
払
し

ょ
く
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
旧
市
町
に
お
い
て
育
ま

れ
た
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
大
切
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
﹁
21
世
紀
に
人
と
地
域
が
輝

く
、
住
民
主
体
の
自
立
都
市
﹂
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
、
合
併
協
議
で
合
意
し
た﹁
新

市
建
設
計
画
﹂
の
中
に
盛
り
込
ま
れ

た
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
策
定
を
進
め
る
越
前
市
の﹁
総

合
計
画
﹂
に
着
実
に
反
映
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ご意見がありましたら、
気軽にお寄せください!

■
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る
提
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ト
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フ
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ッ
ク
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■
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　﹁
あ
な
た
の
声
を
市
政
に
﹂

　k
o
u
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o
u
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c
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c
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■
ご
意
見
箱

　﹁
あ
な
た
の
声
を
市
政
に
﹂

　
○
設
置
場
所

 
・
市
役
所
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

 
・
今
立
総
合
支
所
正
面
玄
関
ロ

　
　ビ

ー

　
私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
﹁
市
民
に

対
す
る
契
約
﹂
で
あ
り
、
市
政
運
営

の
中
で
重
く
位
置
付
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
決
し
て
完
璧
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
市
議
会
や
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
対
話
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
さ

ら
に
肉
付
け
作
業
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
な
提

案
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲伝統工芸にとどまらず観光面でも期待

される「越前和紙・越前打刃物」

　
地
方
分
権
が
進
む
中
、
国
も
地
方

も
巨
額
な
財
政
赤
字
を
抱
え
、
市
民

の
自
治
意
識
は
高
揚
を
続
け
て
い
る

今
日
、
地
方
自
治
体
は
精
神
的
に
も

経
済
的
に
も
、
さ
ら
に
は
財
政
的
に

も
強
く﹁
自
立
﹂を
迫
ら
れ
て
い
る
と
、

私
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
従
っ
て
﹁
精
神
的
な
自
立
﹂
を
目
指

し
、
情
報
公
開
や
男
女
共
同
参
画
、

自
治
振
興
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
真
に
﹁
自
立
﹂
で
き
る
自
治

体
を
築
い
て
い
く
に
は
、
﹁
精
神
的

な
自
立
﹂
に
加
え
て
、
﹁
経
済
的
・
財

政
的
な
自
立
﹂
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
そ
こ
で
私
が
こ
れ
ま
で
に
策

定
を
進
め
た
﹁
産
業
活
性
化
プ
ラ
ン
﹂

と
﹁
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂

を
推
進
し
、
﹁
経
済
的
・
財
政
的
な
自

立
﹂
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

えちぜん元気プログラムえちぜん元気プログラム
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﹂を
目
指
し
て

取
り
組
み
を
強
化

ー
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

　
　

環
境
に
つ
い
て
の
認
識
は
？

■﹁
現
地
現
場
主
義
﹂を
採

り
入
れ
、市
民
の
期
待
に

速
や
か
に
こ
た
え
る

ー
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
に
向
け
た

　
　

新
生
・
越
前
市
の
体
制
は
？

■
最
重
要
課
題
は

　
　

旧
市
町
の
融
和

ー
当
面
の
具
体
的
な
取
り
組
み

　
　

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
ま
ず
、
初
代
市
長
と
し
て
の
最
重

要
課
題
は
、
旧
武
生
市
と
旧
今
立
町

の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

合
併
に
伴
う
住
民
の
不
安
感
を
払
し

ょ
く
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
旧
市
町
に
お
い
て
育
ま

れ
た
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
大
切
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
﹁
21
世
紀
に
人
と
地
域
が
輝

く
、
住
民
主
体
の
自
立
都
市
﹂
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
、
合
併
協
議
で
合
意
し
た﹁
新

市
建
設
計
画
﹂
の
中
に
盛
り
込
ま
れ

た
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
策
定
を
進
め
る
越
前
市
の﹁
総

合
計
画
﹂
に
着
実
に
反
映
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ご意見がありましたら、
気軽にお寄せください!

■
書
面
に
よ
る
提
案

　
〒
915
ー
８
５
３
０
　

　
秘
書
課
広
報
広
聴
室

　︵
住
所
不
要
︶

■
市
長
室
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
Ｆ
Ａ
Ｘ︵
２
２
︶９
９
７
７

■
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　﹁
あ
な
た
の
声
を
市
政
に
﹂

　k
o
u
ty

o
u
@

c
ity

.e
c
hize

n
.lg

.jp

■
ご
意
見
箱

　﹁
あ
な
た
の
声
を
市
政
に
﹂

　
○
設
置
場
所

 
・
市
役
所
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

 
・
今
立
総
合
支
所
正
面
玄
関
ロ

　
　ビ

ー

　
私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
﹁
市
民
に

対
す
る
契
約
﹂
で
あ
り
、
市
政
運
営

の
中
で
重
く
位
置
付
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
決
し
て
完
璧
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
市
議
会
や
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
対
話
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
さ

ら
に
肉
付
け
作
業
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
な
提

案
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲伝統工芸にとどまらず観光面でも期待

される「越前和紙・越前打刃物」

　
地
方
分
権
が
進
む
中
、
国
も
地
方

も
巨
額
な
財
政
赤
字
を
抱
え
、
市
民

の
自
治
意
識
は
高
揚
を
続
け
て
い
る

今
日
、
地
方
自
治
体
は
精
神
的
に
も

経
済
的
に
も
、
さ
ら
に
は
財
政
的
に

も
強
く﹁
自
立
﹂を
迫
ら
れ
て
い
る
と
、

私
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
従
っ
て
﹁
精
神
的
な
自
立
﹂
を
目
指

し
、
情
報
公
開
や
男
女
共
同
参
画
、

自
治
振
興
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
真
に
﹁
自
立
﹂
で
き
る
自
治

体
を
築
い
て
い
く
に
は
、
﹁
精
神
的

な
自
立
﹂
に
加
え
て
、
﹁
経
済
的
・
財

政
的
な
自
立
﹂
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
そ
こ
で
私
が
こ
れ
ま
で
に
策

定
を
進
め
た
﹁
産
業
活
性
化
プ
ラ
ン
﹂

と
﹁
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂

を
推
進
し
、
﹁
経
済
的
・
財
政
的
な
自

立
﹂
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

えちぜん元気プログラムえちぜん元気プログラム
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テ
ー
マ

　「
融
和
　
そ
し
て
さ
ら
な
る
発
展
へ
」

「
越
前
市
誕
生
記
念
式
典
」を
開
催
し
ま
す

「
越
前
市
誕
生
記
念
式
典
」を
開
催
し
ま
す

「
越
前
市
誕
生
記
念
式
典
」を
開
催
し
ま
す

「
式
典
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」へ
の
出
演

「
越
前
市
の

　
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

「
式
典
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」へ
の
出
演

「
越
前
市
の
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」、

「
式
典
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
越
前
市
の

　
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　
市
で
は
、
越
前
市
が
誕
生
し
た
こ
と
を
お
祝
い
し
て
平
成
18
年
３
月
19
日
㈰
に
文
化
セ
ン
タ

ー
で
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
式
典
に
一
人
で
も
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
や
出
演
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
　
越
前
市
の
未
来
に
託
す
夢
・
期

待
な
ど
、
皆
さ
ん
の
想
い
を
４
０
０

字
程
度
の
文
章
で
表
現
し
て
く
だ
さ

い
。

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

の
人

応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
締
切
　
１
月
31
日︵
火
︶必
着

　
審
査
の
う
え
、
次
の
と
お
り
入
賞
作
品
を

決
定
し
ま
す
。

［
３
部
門
構
成
］

　
小
学
校
の
部
、
中
学
校
の
部
、
一
般
の
部

(

高
校
生
を
含
む)

※
各
部
門
と
も
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２

点
を
選
出

発
表
　
３
月
上
旬
の
予
定

　
入
賞
者
の
表
彰
は
、記
念
式
典
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
最
優
秀
賞
受
賞
作
品
は
、当
日
式
典
会
場

で
朗
読
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
入
賞
作
品

は
、
式
典
会
場
内
で
展
示
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

内
容
　
越
前
市
誕
生
記
念
式
典
の
テ
ー
マ﹁
融

和
　
そ
し
て
さ
ら
な
る
発
展
へ
﹂
に
ふ
さ

わ
し
い
内
容
の
発
表
を
し
て
い
た
だ
く
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
出
演
団
体
数
　
５
団
体
程
度

出
演
時
間
　
１
団
体
15
〜
20
分

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
人
で
構
成
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
・
団
体︵
合
同
団
体
も
可
︶

応
募
方
法
　
４
０
０
字
程
度
で
発
表
の
内
容

︵
企
画
書
︶
に
つ
い
て
記
入
し
、
住
所
、
団
体

名
、
構
成
員
数
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
締
切
　
１
月
31
日
㈫
必
着

発
表
　
３
月
上
旬
　

※
応
募
い
た
だ
い
た
内
容
に
、
テ
ー
マ
が
ど

の
よ
う
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
を
審
査

し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
、
別
途
、
ビ
デ
オ

録
画
も
し
く
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

︵
説
明
︶
に
よ
る
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
式
典
に
出
演
し
て
い
た
だ
い
た

団
体
に
は
、
謝
礼
を
差
し
上
げ
ま
す
。

内
容
　
越
前
市
誕
生
記
念
式
典
の
テ
ー
マ﹁
融

和
　
そ
し
て
さ
ら
な
る
発
展
へ
﹂
に
ふ
さ

わ
し
い
内
容
の
発
表
を
し
て
い
た
だ
く
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
出
演
団
体
数
　
５
団
体
程
度

出
演
時
間
　
１
団
体
15
〜
20
分

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
人
で
構
成
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
・
団
体︵
合
同
団
体
も
可
︶

応
募
方
法
　
４
０
０
字
程
度
で
発
表
の
内
容

︵
企
画
書
︶
に
つ
い
て
記
入
し
、
住
所
、
団
体

名
、
構
成
員
数
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
締
切
　
１
月
31
日
㈫
必
着

発
表
　
３
月
上
旬
　

※
応
募
い
た
だ
い
た
内
容
に
、
テ
ー
マ
が
ど

の
よ
う
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
を
審
査

し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
、
別
途
、
ビ
デ
オ

録
画
も
し
く
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

︵
説
明
︶に
よ
る
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
式
典
に
出
演
し
て
い
た
だ
い
た

団
体
に
は
、
謝
礼
を
差
し
上
げ
ま
す
。

応
募
・
問
合
先
　﹁
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂、

﹁
式
典
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
﹂
い
ず
れ
も

　
〒
915
︱
８
５
３
０︵
住
所
不
要
︶
行
政
管
理
課

☎︵
２
２
︶３
０
１
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ︵
２
２
︶３
０
５
６

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

　g
y
o
u
se
i@

c
ity

.e
c
h
iz
e
n
.lg

.jp

募 集
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職場の条件や人間関係の悩み

私たちの市には
女性も男性も相談できる窓口があります

男女平等オンブッド相談窓口男女平等オンブッド相談窓口
−越前市は男女共同参画のためのオンブッド (オンブズパーソン＝監視者）制度を取り入れています−

Ｑ：どうやって相談するの?

　電話や手紙、ファックス、メールそして、

面談（女性のみ）などの方法があります。

１）越前市男女共同参画推進条例が正しく

運用されているかどうか、公正･適切に

監察します。

２）専門相談員とともに、市民からの苦情

や相談にこたえます。

３）苦情や相談から問題点を取り上げ、市

長に意見を述べたり、男女共同参画社

会を推進するため、講座開催など積極

的に活動します。

Ｑ：本当に秘密を
      守ってもらえるの?

　窓口は、相談者と相談員の信頼で成り立ちます。

　あなたの相談を大切に扱い、相談内容は絶対

に守ります。

Ｑ：どんな相談を
　　聞いてもらえますか? 

※そのほか、どんなことでもけっこうです。

　あなたの思いを聞かせてください。

　　「法律に関すること」

　　「市の施策に対しての意見や苦情」

　　「オンブッドへの質問」など

「親子・夫婦関係がうまくいかない」

「配偶者や恋人から暴力を受けている」

「離婚の手続きが知りたい」など

「セクハラ・パワハラ（※）を受けた」
　※パワハラ＝職場の人間関係において発生する

　　　　　　　いじめや嫌がらせのこと。

「仕事場で人間関係がうまくいかない」

「育児介護休暇を取らせてもらえない」など

「退職後の自分の生き方を見つめたい」

「働く意欲がわかない」「自分さがしをしたい」

「最近、よく眠れないし不安だ」など

一人で悩まないで!一人で悩まないで!
　一見、男女共同参画とは何の関係もないよう

に見える、あなたの悩み 。でも、その中には「女

のくせに」「男のくせに」といった性差から生ま

れているものもたくさんあります。

　地域の慣習や職場の習慣など、自分だけでは

簡単に変えられなくて、悩みが深まっていくこ

とが多いようです。

　なかなか気がつかないその原因を、オンブッ

ド、専門相談員があなたとともに考え、解決に

向けてサポートします。

　わたしたちは、あなたのお話を大切にうかが

います。一人で悩まないで。

●相談窓口はこちらです！

〔アル・プラザ平和堂４階・駐車場入り口すぐ左〕

　〒915-0071　府中一丁目11−２　

　☎（２２）３６６８（直通）

　FAX（２２）３６２９

　電子メールアドレス　ombud@city.echizen.lg.jp

　火〜金曜／第１・３土曜　午前10時〜午後５時

Ｑ：オンブッドって何をする人?

家族や夫婦間の悩み

自分さがし・こころの悩み

市男女共同参画センター
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市
　

営

駐
車
場

武生
高校

第　三
中学校

村国山

日
野
川

雪捨て
場所

万代橋

帆山橋

日野大橋

豊橋

な
る
べ
く
こ
こ
を

使
っ
て
く
だ
さ
い

①西庄境橋

（服部川右岸上流）

②桜橋

（鞍谷川右岸上流）

③学校橋

（鞍谷川右岸上下流）

④小冨士橋

（鞍谷川右岸上下流）

⑤山室第二橋

（月尾川両岸上流）

⑥今立大橋

（鞍谷川左岸下流）

⑦新橋

（鞍谷川左岸下流）

⑧桜大橋

（鞍谷川両岸下流）

⑨富永橋

（鞍谷川右岸下流）

⑩岡本橋

（岡本川左岸下流）

⑪神郷橋

（岡本川左岸下流）

●除雪に関する問い合わせ
　維持管理課　☎（22）3709

★
積
雪
に
応
じ
て
指
定
場
所
を
増
や

し
ま
す
。

★
児
童
・
生
徒
の
通
学
時
間
に
排
雪

す
る
と
き
は
、特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

★
雪
捨
て
場
に
ご
み
な
ど
を
絶
対
に

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

冬
じ
た
く

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

月・木曜日収集地区
火・金曜日　　〃

月曜日収集地区
火曜日　　〃
木曜日　　〃
金曜日　　〃

全ての区域

第１清 掃 センター
☎（22）2636

第２清 掃 センター
☎（28）1370

ガ ス 製 造 所
☎（22）2898

浄 水 場
☎（23）5597

柳　荘［28日は休業］
☎（23）3436

温水プール［４日は休業］
☎（23）7986

湯楽里［28日は休業］
☎（25）7800

自動交付機による証明書発行
☎（22）3000

上記以外の市の業務　☎（22）3000

斎場の使用
（ただし、火葬許可申請は
　毎日受け付けます）

平
常
ど
お
り

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

（○印は
休日当番医）

マルカ整形外科内科病院

関 医 院

つがわ内科クリニック

藤 井 病 院

東武内科外科クリニック

今 立 中 央 病 院

林 病 院

井元産婦人科医院

中 村 病 院

萩 原 医 院

笠 原 病 院

多 賀 谷 医 院

☎（22）1317

☎（22）0103

☎（42）3811

☎（23）3211

☎（21）1155

☎（42）1800

☎（22）0336

☎（23）3541

☎（22）0618

☎（27）1228

☎（23）1155

☎（22）0257

　診察時間は、午前９時～午後５時です。受診の際には、そ

の内容を電話連絡してから受診してください。

　休日当番医以外に診療している病院もあります。医療機関

によって、診療日・時間などが異なりますので、かかりつけ

医がある場合は事前に確認してください。

医
療
機
関

（○印は業務を行っています）

婚姻、出生、死亡などの戸籍届出は、市役所で毎日受け付けます

市
関
係

○

○

―

―

―
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―
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○

○

○

○

―
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○
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―

○

―

○

―

―
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○

―

○

○

○

○

―
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○

―

―

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

○

―

―

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

○

―

―

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

○

―

―

○

―

―

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

○

―

―

○

―

―

プラスチック容器包装

燃やせないごみ

燃やせるごみ

燃やせないごみ、プラスチック、粗大ごみ

燃やせるごみ

冬
じ
た
く

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
皆
さ
ん
は
家
の
周
り
の
雪
囲
い
や
樹
木
の
雪
つ
り
な
ど
、
冬
を
迎
え
る
準
備
は
も
う
済
み

ま
し
た
か
。
市
も
皆
さ
ん
の
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
「
冬
じ
た
く
」
を
し
ま
す
。
冬
に
な

る
と
、
ご
み
を
出
す
場
所
や
除
雪
・
排
雪
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
雪
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
備

え
が
必
要
で
す
。
地
域
の
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
１
月
と
２
月
は
積
雪
の
あ
る
な
し

に
関
係
な
く
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

︵
ご
み
置
き
場
︶の
場
所
が
変
わ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
場
所
が
変
わ
っ

た
と
き
は
、
区
長
に
尋
ね
て
く
だ
さ

い
。

　
年
末
年
始
の
業
務
は
、
右
の
表
の

と
お
り
で
す
。
１
月
４
日
以
降
は
平

常
業
務
に
戻
り
ま
す
。
雪
の
た
め
収

集
に
支
障
を
き
た
し
、
平
常
の
ご
み

収
集
が
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
１
月
、２
月
も
空
き
缶
・
空
き
び
ん

な
ど
の
資
源
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま

す
が
、
雪
の
状
況
に
よ
り
容
器
を
配

置
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
と
き
は
ご
み
を
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

問
合
先
　
南
越
清
掃
組
合

　
　
　
　
☎︵
２
２
︶２
６
３
６

ご

み

12/29
（木）

30
（金）

31
（土）

1/1
（日）

2
（月）

3
（火）年末年始の業務内容

ガ ス

水 道

施 設

ご
　
　
み

火
葬

持
ち
込
み

定
期
収
集

ガ
ス
・
水
道

消

防

除
雪
・
排
雪

▼
除
雪
は
気
を
つ
け
て

　
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
除
雪
を
す
る
と
き
は
、
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
や
管
を
傷
つ
け
た
り
、
折
ら
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道

メ
ー
タ
ー
の
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
積
も

っ
た
雪
も
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

屋
根
雪
な
ど
で
、
湯
沸
器
の
排
気
筒

が
破
損
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
市
の
水
道
水
に
よ
る
融
雪
は

　
や
め
ま
し
ょ
う

　
飲
料
水
用
の
水
が
不
足
し
ま
す
。

最
悪
の
場
合
に
は
、
断
水
に
な
り
ま

す
の
で
融
雪
で
の
使
用
は
避
け
て
く

だ
さ
い
。

▼
寒
く
て
も
換
気
に

　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
ガ
ス
機
器
を
使
う
と
き
は
、
換
気

扇
を
回
す
か
窓
を
開
け
て
随
時
換
気

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
換
気
が
悪
い

と
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
、
一
酸
化

炭
素
中
毒
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
大

変
危
険
で
す
。

▼
水
が
出
な
い
と
き
は

　
冷
え
込
ん
だ
朝
な
ど
は
、
メ
ー
タ

ー
や
管
が
凍
り
つ
い
て
水
が
出
な
い

と
き
が
あ
り
ま
す
。
応
急
処
置
と
し

て
、
ぬ
る
ま
湯
を
直
接
メ
ー
タ
ー
や

管
に
か
け
て
温
め
て
く
だ
さ
い
。
熱

湯
を
か
け
る
と
水
道
管
が
破
裂
す
る

場
合
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

ガ
ス
・
水
道
の
問
合
先

　
ガ
ス
課
　
　
☎︵
２
２
︶７
９
１
７

　
ガ
ス
製
造
所
☎︵
２
２
︶２
８
９
８

　
水
道
課
　
　
☎︵
２
２
︶７
９
１
８

　
村
国
浄
水
場
☎︵
２
３
︶５
５
９
７

▼
ま
さ
か
！
に
備
え
て

　
消
防
水
利
の
確
保
を

　
冬
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖
房

器
具
が
原
因
の
火
事
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼

り
に
な
る
の
は
近
く
の
消
火
栓
や
防

火
水
槽
で
す
。
積
雪
時
は
緊
急
事
態

に
備
え
て
、
消
防
水
利
の
周
り
を
近

所
ぐ
る
み
で
除
雪
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う

と
逃
げ
場
が
な
く
な
り
ま
す
。
お
年

寄
り
や
病
人
が
避
難
し
や
す
い
よ
う
、

家
の
周
り
を
除
雪
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
南
越
消
防
組
合

　
☎︵
２
１
︶０
１
１
９

　
消
防
の
電
話
サ
ー
ビ
ス

　
☎︵
２
２
︶４
４
７
７
　

　
市
は
、
積
雪
量
が
10
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
に
な
っ
た
と
き
、
午
前
８

時
ま
で
を
め
ど
に
、
道
路
の
除
雪
を

行
い
ま
す
。
ま
ず
、
朝
の
通
勤
・
通
学

路
を
確
保
し
ま
す
。
さ
ら
に
雪
が
積

も
っ
た
と
き
は
﹁
生
活
に
必
要
な
幹

線
道
路
﹂を
優
先
し
て
除
雪
し
ま
す
。

　
家
の
周
り
の
身
近
な
道
路
や
歩
道

の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
地
域
ぐ
る
み

で
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先
　
市
除
雪
対
策
本
部

　
　
　
　
☎︵
２
２
︶３
７
０
９

▼
下
水
道
の
汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル
に

雪
を
捨
て
な
い
で

　
下
水
道
の
汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル
に
雪

を
捨
て
る
と
、下
水
処
理
場︵
家
久
浄

化
セ
ン
タ
ー
︶
の
機
能
が
ま
ひ
し
ま

す
。
絶
対
に
投
げ
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。　

　
た
だ
し
、
積
雪
が
30
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
と
き
は
、
雨
水
用
の
苑

葉
川
・
表
川
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
雪
が

捨
て
ら
れ
ま
す
。
捨
て
る
と
き
は
区

長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

屋
根
の
雪
お
ろ
し
な
ど
で
、道
路
に

雪
を
放
置
し
て
お
く
と
、法
律
違
反

に
な
り
ま
す
。

は
決
め
ら
れ
た
場
所
へ

排
雪
排
雪

417

6 5

4

3

2

1

7

9

10 11

国
中

赤
坂

野
岡

不
老

大
滝

岩
本

中
津
山

西
庄
境

花
筐
公
園

和紙組合

和紙の里
会館

岡本小

今立土木

花筐小
8

南中山小

南越中

警察

役場

今寿苑

鞍
谷
川

月尾川
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市
　

営

駐
車
場

武生
高校

第　三
中学校

村国山

日
野
川

雪捨て
場所

万代橋

帆山橋

日野大橋

豊橋

な
る
べ
く
こ
こ
を

使
っ
て
く
だ
さ
い

①西庄境橋

（服部川右岸上流）

②桜橋

（鞍谷川右岸上流）

③学校橋

（鞍谷川右岸上下流）

④小冨士橋

（鞍谷川右岸上下流）

⑤山室第二橋

（月尾川両岸上流）

⑥今立大橋

（鞍谷川左岸下流）

⑦新橋

（鞍谷川左岸下流）

⑧桜大橋

（鞍谷川両岸下流）

⑨富永橋

（鞍谷川右岸下流）

⑩岡本橋

（岡本川左岸下流）

⑪神郷橋

（岡本川左岸下流）

●除雪に関する問い合わせ
　維持管理課　☎（22）3709

★
積
雪
に
応
じ
て
指
定
場
所
を
増
や

し
ま
す
。

★
児
童
・
生
徒
の
通
学
時
間
に
排
雪

す
る
と
き
は
、特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

★
雪
捨
て
場
に
ご
み
な
ど
を
絶
対
に

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

冬
じ
た
く

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

月・木曜日収集地区
火・金曜日　　〃

月曜日収集地区
火曜日　　〃
木曜日　　〃
金曜日　　〃

全ての区域

第１清 掃 センター
☎（22）2636

第２清 掃 センター
☎（28）1370

ガ ス 製 造 所
☎（22）2898

浄 水 場
☎（23）5597

柳　荘［28日は休業］
☎（23）3436

温水プール［４日は休業］
☎（23）7986

湯楽里［28日は休業］
☎（25）7800

自動交付機による証明書発行
☎（22）3000

上記以外の市の業務　☎（22）3000

斎場の使用
（ただし、火葬許可申請は
　毎日受け付けます）

平
常
ど
お
り

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

（○印は
休日当番医）

マルカ整形外科内科病院

関 医 院

つがわ内科クリニック

藤 井 病 院

東武内科外科クリニック

今 立 中 央 病 院

林 病 院

井元産婦人科医院

中 村 病 院

萩 原 医 院

笠 原 病 院

多 賀 谷 医 院

☎（22）1317

☎（22）0103

☎（42）3811

☎（23）3211

☎（21）1155

☎（42）1800

☎（22）0336

☎（23）3541

☎（22）0618

☎（27）1228

☎（23）1155

☎（22）0257

　診察時間は、午前９時～午後５時です。受診の際には、そ

の内容を電話連絡してから受診してください。

　休日当番医以外に診療している病院もあります。医療機関

によって、診療日・時間などが異なりますので、かかりつけ

医がある場合は事前に確認してください。

医
療
機
関

（○印は業務を行っています）

婚姻、出生、死亡などの戸籍届出は、市役所で毎日受け付けます

市
関
係
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プラスチック容器包装

燃やせないごみ

燃やせるごみ

燃やせないごみ、プラスチック、粗大ごみ

燃やせるごみ

冬
じ
た
く

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
皆
さ
ん
は
家
の
周
り
の
雪
囲
い
や
樹
木
の
雪
つ
り
な
ど
、
冬
を
迎
え
る
準
備
は
も
う
済
み

ま
し
た
か
。
市
も
皆
さ
ん
の
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
「
冬
じ
た
く
」
を
し
ま
す
。
冬
に
な

る
と
、
ご
み
を
出
す
場
所
や
除
雪
・
排
雪
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
雪
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
備

え
が
必
要
で
す
。
地
域
の
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
１
月
と
２
月
は
積
雪
の
あ
る
な
し

に
関
係
な
く
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

︵
ご
み
置
き
場
︶の
場
所
が
変
わ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
場
所
が
変
わ
っ

た
と
き
は
、
区
長
に
尋
ね
て
く
だ
さ

い
。

　
年
末
年
始
の
業
務
は
、
右
の
表
の

と
お
り
で
す
。
１
月
４
日
以
降
は
平

常
業
務
に
戻
り
ま
す
。
雪
の
た
め
収

集
に
支
障
を
き
た
し
、
平
常
の
ご
み

収
集
が
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
１
月
、２
月
も
空
き
缶
・
空
き
び
ん

な
ど
の
資
源
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま

す
が
、
雪
の
状
況
に
よ
り
容
器
を
配

置
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
と
き
は
ご
み
を
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

問
合
先
　
南
越
清
掃
組
合

　
　
　
　
☎︵
２
２
︶２
６
３
６

ご

み

12/29
（木）

30
（金）

31
（土）

1/1
（日）

2
（月）

3
（火）年末年始の業務内容

ガ ス

水 道

施 設

ご
　
　
み

火
葬

持
ち
込
み

定
期
収
集

ガ
ス
・
水
道

消

防

除
雪
・
排
雪

▼
除
雪
は
気
を
つ
け
て

　
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
除
雪
を
す
る
と
き
は
、
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
や
管
を
傷
つ
け
た
り
、
折
ら
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道

メ
ー
タ
ー
の
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
積
も

っ
た
雪
も
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

屋
根
雪
な
ど
で
、
湯
沸
器
の
排
気
筒

が
破
損
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
市
の
水
道
水
に
よ
る
融
雪
は

　
や
め
ま
し
ょ
う

　
飲
料
水
用
の
水
が
不
足
し
ま
す
。

最
悪
の
場
合
に
は
、
断
水
に
な
り
ま

す
の
で
融
雪
で
の
使
用
は
避
け
て
く

だ
さ
い
。

▼
寒
く
て
も
換
気
に

　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
ガ
ス
機
器
を
使
う
と
き
は
、
換
気

扇
を
回
す
か
窓
を
開
け
て
随
時
換
気

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
換
気
が
悪
い

と
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
、
一
酸
化

炭
素
中
毒
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
大

変
危
険
で
す
。

▼
水
が
出
な
い
と
き
は

　
冷
え
込
ん
だ
朝
な
ど
は
、
メ
ー
タ

ー
や
管
が
凍
り
つ
い
て
水
が
出
な
い

と
き
が
あ
り
ま
す
。
応
急
処
置
と
し

て
、
ぬ
る
ま
湯
を
直
接
メ
ー
タ
ー
や

管
に
か
け
て
温
め
て
く
だ
さ
い
。
熱

湯
を
か
け
る
と
水
道
管
が
破
裂
す
る

場
合
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

ガ
ス
・
水
道
の
問
合
先

　
ガ
ス
課
　
　
☎︵
２
２
︶７
９
１
７

　
ガ
ス
製
造
所
☎︵
２
２
︶２
８
９
８

　
水
道
課
　
　
☎︵
２
２
︶７
９
１
８

　
村
国
浄
水
場
☎︵
２
３
︶５
５
９
７

▼
ま
さ
か
！
に
備
え
て

　
消
防
水
利
の
確
保
を

　
冬
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖
房

器
具
が
原
因
の
火
事
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼

り
に
な
る
の
は
近
く
の
消
火
栓
や
防

火
水
槽
で
す
。
積
雪
時
は
緊
急
事
態

に
備
え
て
、
消
防
水
利
の
周
り
を
近

所
ぐ
る
み
で
除
雪
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う

と
逃
げ
場
が
な
く
な
り
ま
す
。
お
年

寄
り
や
病
人
が
避
難
し
や
す
い
よ
う
、

家
の
周
り
を
除
雪
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
南
越
消
防
組
合

　
☎︵
２
１
︶０
１
１
９

　
消
防
の
電
話
サ
ー
ビ
ス

　
☎︵
２
２
︶４
４
７
７
　

　
市
は
、
積
雪
量
が
10
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
に
な
っ
た
と
き
、
午
前
８

時
ま
で
を
め
ど
に
、
道
路
の
除
雪
を

行
い
ま
す
。
ま
ず
、
朝
の
通
勤
・
通
学

路
を
確
保
し
ま
す
。
さ
ら
に
雪
が
積

も
っ
た
と
き
は
﹁
生
活
に
必
要
な
幹

線
道
路
﹂を
優
先
し
て
除
雪
し
ま
す
。

　
家
の
周
り
の
身
近
な
道
路
や
歩
道

の
除
雪
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つ
い
て
は
、
地
域
ぐ
る
み

で
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先
　
市
除
雪
対
策
本
部

　
　
　
　
☎︵
２
２
︶３
７
０
９

▼
下
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道
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汚
水
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ル
に
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で

　
下
水
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ホ
ー
ル
に
雪
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捨
て
る
と
、下
水
処
理
場︵
家
久
浄

化
セ
ン
タ
ー
︶
の
機
能
が
ま
ひ
し
ま

す
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に
投
げ
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な
い
で
く
だ

さ
い
。　
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し
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積
雪
が
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メ
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き
は
、
雨
水
用
の
苑

葉
川
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表
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ホ
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が
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て
る
と
き
は
区

長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

屋
根
の
雪
お
ろ
し
な
ど
で
、道
路
に

雪
を
放
置
し
て
お
く
と
、法
律
違
反

に
な
り
ま
す
。

は
決
め
ら
れ
た
場
所
へ

排
雪
排
雪

417

6 5

4

3

2

1

7

9

10 11

国
中

赤
坂

野
岡

不
老

大
滝

岩
本

中
津
山

西
庄
境

花
筐
公
園

和紙組合

和紙の里
会館

岡本小

今立土木

花筐小
8

南中山小

南越中

警察

役場

今寿苑

鞍
谷
川

月尾川



越前市広報12月15日号9 越前市広報12月15日号 8

飲料水を供給します

歳入 3,447万円／歳出 3,436万円

易水道事業

特 別 会 計企 業 会 計

歳
出

　
歳
出
は
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

12
億
６
９
３
９
万
円
︵
５
・
２
％
︶
の

増
加
で
し
た
。性
質
別
で
は
、義
務
的

経
費
︵
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
の

合
計
︶は
、公
債
費
が
40
・
９
％
、扶
助

費
が
８
・
７
％
、
人
件
費
が
５
・
４
％

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
た
め
、
前
年
度

比
16
・
６
％
の
増
加
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、投
資
的
経
費︵
普
通
建
設
事
業

費
・
災
害
復
旧
事
業
費
の
合
計
︶
は
、

福
井
豪
雨
な
ど
に
よ
り
災
害
復
旧
費

が
増
加
し
ま
し
た
が
普
通
建
設
事
業

費
の
減
少
に
よ
り
前
年
度
と
比
較
し

て
14
・
２
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
や
町
な
ど
の
会
計
に
は
、
一
般

会
計
の
ほ
か
に
特
定
の
事
業
を
経
済

的
、能
率
的
に
行
う
た
め
、経
理
を
独

立
し
て
設
け
て
い
る
特
別
会
計
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、地
方
公
営
企
業
法
に

決
め
ら
れ
て
い
る
事
業
は
、
市
や
町

な
ど
が
経
営
す
る
企
業
と
し
て
法
律

に
よ
っ
て
複
式
簿
記
形
式
で
経
理
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業

と
し
て
の
経
済
性
が
求
め
ら
れ
公
営

企
業
会
計
と
い
わ
れ
ま
す
。

歳入　265億266万円
歳出　258億776万円

旧武生市

決
算
報
告

決
算
報
告

決
算
報
告

決
算
報
告

平
成
16
年
度

　
市
や
町
な
ど
で
は
、
皆
さ
ん
が
税
金
と
し
て
納
め
た
お
金
を

ど
の
よ
う
に
支
出
し
た
か
を
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
を
会
計
年

度
と
し
て
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

（
表
示
単
位
未
満
は
調
整
し
ま
し
た
）

一 般 会 計

歳
入

　
歳
入
は
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

12
億
３
１
４
９
万
円
︵
４
・
９
％
︶
の

増
加
で
し
た
。
市
税
が
６
億
３
７
０

１
万
円︵
６
・
２
％
︶、繰
越
金
が
３
億

２
７
２
２
万
円
︵
80
・
７
％
︶
な
ど
の

増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。
歳
入
の
う

ち
、
自
主
財
源
に
分
類
さ
れ
る
市
税

な
ど
、
市
が
自
ら
収
入
で
き
る
お
金

は
、
１
３
６
億
１
６
７
５
万
円
で
前

年
度
に
比
べ
、
９
億
１
０
０
８
万
円

︵
７
・
２
％
︶増
加
し
ま
し
た
。
依
存
財

源
に
分
類
さ
れ
る
地
方
交
付
税
な
ど

国
・
県
な
ど
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
る

お
金
は
、
１
２
８
億
８
５
９
１
万
円

で
前
年
に
比
べ
、
３
億
２
１
４
１
万

円︵
２
・
６
％
︶の
増
加
で
し
た
。

歳 出

歳入

市税
108億8,421万円

（41.1%）

農林水産業費
10億6,914万円

（4.1%）

消防費
9億8,679万円

（3.8%）

商工・労働費
8億4,550万円

（3.3%）

その他
4億3,313万円

（1.7%）

民生費
60億8,432万円

（23.6%）

総務費
34億3,219万円

（13.3%）

土木費
32億8,158万円

（12.7%）

教育費
30億4,657万円

（11.8%）

衛生費
22億107万円

（8.5%）

公債費
44億2,747万円

（17.2%）

諸収入
7億1,574万円

（2.7%）

繰越金
7億3,280万円

（2.8%）

その他
12億8,400万円

（4.8%）

地方交付税
39億5,992万円

（14.9%）

市債
39億190万円
（14.7%）

国庫支出金
17億1,067万円

（6.5%）

県支出金
12億7,131万円

（4.8%）

その他
20億4,211万円

（7.7%）

自主財源
　　 136億1,675万円
　　　（51.4%）　

依存財源
128億8,591万円 　　

（48.6%）　　　　

簡
25,109戸の家庭に飲料水を供給します

収益勘定

　　歳入 12億1,490万円／歳出 ９億4,420万円

資本勘定

　　歳入 １億148万円／歳出 ５億2,781万円

道事業水

6,162戸の家庭にガスを供給します

収益勘定

　　歳入 ５億2,737万円／歳出 ６億6,940万円

資本勘定

　　歳入 4,970万円／歳出 １億6,494万円

ス事業ガ

市内９事業所に工業用水を給水します

収益勘定

　　歳入 4,782万円／歳出 4,150万円

資本勘定

　　歳入 580万円／歳出 1,853万円

業用水事業工

土地を整理して住みよい地域環境にします

歳入 １億7,447万円／歳出 ２億4,280万円

地区画整理事業土

生活排水を浄化し、環境改善を行います

公共下水道

 歳入 36億2,156万円／歳出 35億7,300万円

特定環境保全公共下水道

 歳入 ２億1,371万円／歳出 ２億1,286万円

戸別公共浄化槽

 歳入 １億8,807万円／歳出 １億8,759万円

水道事業下

医療費の支給など市民の健康を守ります

事　業　歳入 50億3,021万円／歳出 50億1,326万円

診療所（国民健康保険診療所の維持管理にかかるお金）

　　　　歳入 8,283万円／歳出 8,283万円

民健康保険事業国

亡くなられた人のお墓を管理します

歳入 2,230万円／歳出 462万円

園事業霊

お年寄りの医療費をまかないます

歳入 66億8,896万円／歳出 66億8,896万円

人保健事業老

市営駐車場を管理します

歳入 3,604万円／歳出 2,471万円

車場事業駐

地区の生活排水を浄化し、環境改善を行います

歳入 １億5,235万円／歳出 １億5,197万円

業集落排水事業農

地区の生活排水を浄化し、環境改善を行います

歳入 303万円／歳出 303万円

業集落排水事業林

体の不自由な人の介護費をまかないます

事　業　歳入 40億7,332万円／歳出 40億545万円

審査会（介護度の認定を行う審査会にかかったお金）

　　　　歳入 6,548万円／歳出 6,219万円

護保険事業介

旧武生市の財政状況
（単位：百万円）

H16H15H14項　　　目

1,626

30,152

19,780

5,961

16.0％

11.5％

86.4％

1,326

29,967

19,298

6,321

16.2％

11.5％

85.8％

1,105

29,177

18,659

6,614

15.5％

11.6％

92.0％

財政調整基金残高

一般会計起債残高

特別会計起債残高

企業会計起債残高

公 債 費 比 率

起 債 制 限 比 率

経 常 収 支 比 率
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（41.1%）

農林水産業費
10億6,914万円
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地方交付税
39億5,992万円

（14.9%）

市債
39億190万円
（14.7%）

国庫支出金
17億1,067万円

（6.5%）

県支出金
12億7,131万円

（4.8%）

その他
20億4,211万円

（7.7%）

自主財源
　　 136億1,675万円
　　　（51.4%）　

依存財源
128億8,591万円 　　

（48.6%）　　　　

簡
25,109戸の家庭に飲料水を供給します

収益勘定

　　歳入 12億1,490万円／歳出 ９億4,420万円

資本勘定

　　歳入 １億148万円／歳出 ５億2,781万円

道事業水

6,162戸の家庭にガスを供給します

収益勘定

　　歳入 ５億2,737万円／歳出 ６億6,940万円

資本勘定

　　歳入 4,970万円／歳出 １億6,494万円

ス事業ガ

市内９事業所に工業用水を給水します

収益勘定

　　歳入 4,782万円／歳出 4,150万円

資本勘定

　　歳入 580万円／歳出 1,853万円

業用水事業工

土地を整理して住みよい地域環境にします

歳入 １億7,447万円／歳出 ２億4,280万円

地区画整理事業土

生活排水を浄化し、環境改善を行います

公共下水道

 歳入 36億2,156万円／歳出 35億7,300万円

特定環境保全公共下水道

 歳入 ２億1,371万円／歳出 ２億1,286万円

戸別公共浄化槽

 歳入 １億8,807万円／歳出 １億8,759万円

水道事業下

医療費の支給など市民の健康を守ります

事　業　歳入 50億3,021万円／歳出 50億1,326万円

診療所（国民健康保険診療所の維持管理にかかるお金）

　　　　歳入 8,283万円／歳出 8,283万円

民健康保険事業国

亡くなられた人のお墓を管理します

歳入 2,230万円／歳出 462万円

園事業霊

お年寄りの医療費をまかないます

歳入 66億8,896万円／歳出 66億8,896万円

人保健事業老

市営駐車場を管理します

歳入 3,604万円／歳出 2,471万円

車場事業駐

地区の生活排水を浄化し、環境改善を行います

歳入 １億5,235万円／歳出 １億5,197万円

業集落排水事業農

地区の生活排水を浄化し、環境改善を行います

歳入 303万円／歳出 303万円

業集落排水事業林

体の不自由な人の介護費をまかないます

事　業　歳入 40億7,332万円／歳出 40億545万円

審査会（介護度の認定を行う審査会にかかったお金）

　　　　歳入 6,548万円／歳出 6,219万円

護保険事業介

旧武生市の財政状況
（単位：百万円）

H16H15H14項　　　目

1,626

30,152

19,780

5,961

16.0％

11.5％

86.4％

1,326

29,967

19,298

6,321

16.2％

11.5％

85.8％

1,105

29,177

18,659

6,614

15.5％

11.6％

92.0％

財政調整基金残高

一般会計起債残高

特別会計起債残高

企業会計起債残高

公 債 費 比 率

起 債 制 限 比 率

経 常 収 支 比 率



越前市広報12月15日号11 越前市広報12月15日号 10

歳
入

　
歳
入
は
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

13
億
７
２
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。
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れ
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、
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が
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収
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収
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。
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さ
れ
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付
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２
８
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９
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０
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質
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︵
人
件
費
・
扶
助

費
・
公
債
費
の
合
計
︶
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が
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、
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費
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45
・
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。
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通
建
設
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費
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復
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事
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費
お
よ
び
失
業
対
策
事
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費
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︶
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復
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に
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し
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１
１
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・
２
％
増
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し

ま
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た
。

歳入　62億8,448万円
歳出　59億8,938万円

旧今立町一 般 会 計

歳 出

歳 入

町税
10億6,899万円
（17.0%）

その他①
8億2,426万円

(13.1%）

農林水産業費
2億8,755万円

（4.8%）

消防費
2億5,676万円

（4.3%）

商工費
4億3,870万円

（7.3%）
議会費
7,971万円

（1.3%）

その他
6億3,892万円
（10.7%）

民生費
9億6,197万円
（16.1%）

教育費
5億4,040万円
（9.0%）

総務費
6億4,970万円
（10.9%）

土木費
5億1,123万円
（8.5%）

衛生費
5億3,548万円
（8.9%）

公債費
10億8,896万円
（18.2%）

その他②
1億8,535万円

（2.9%）

地方消費税交付金
1億3,097万円

（2.1%）

繰越金
2億3,534万円

（3.8%）

分担金及び負担金
9,299万円

（1.5%）

諸収入
9,007万円

（1.4%）

国庫支出金
3億4,895万円

（5.6%）

町債
7億9,707万円
（12.7%）

県支出金
5億8,625万円
（9.3%）

地方交付税
19億2,423万円
（30.6%） 自主財源

　　 23億1,165万円
　　　（37.3%）　

依存財源
39億7,283万円 　　

（62.7%）　　　　

医療費の支給など、私たちの健康を守ります。

歳入　9億8,431万円／歳出　9億1,998万円

民健康保険事業

特 別 会 計

企 業 会 計

国

3642戸の家庭に飲料水を供給します。

事 業 収 益　2億4,900万円

事 業 費 用　2億4,398万円

資本的収入　7,432万円

資本的支出　1億3,529万円

道事業（上水道区域）水

お年寄りの医療費をまかないます。

歳入　14億9,018万円／歳出　14億9,018万円

人保健事業老

お年寄りの介護費をまかないます。

歳入　9億5,596万円／歳出　9億3,601万円

護保険事業介

お年寄りのデイサービスを行います。

歳入　4,506万円／歳出　4,506万円

イサービスデ

工業用地、住宅団地の造成を行います。

歳入　3億3,453万円／歳出　3億3,453万円

地造成事業土

生活排水を浄化し、環境改善を行います。

歳入　10億2,833万円／歳出　10億2,629万円

水道事業下

月尾地区と服間地区の飲料水を確保します。

歳入　5,288万円／歳出　5,137万円

易水道事業簡

旧今立町の財政状況
（単位：百万円）

H16H15H14項　　　目

153

6,410

2,936

824

23.9％

15.2％

94.7％

152

6,539

2,834

814

23.1％

14.3％

88.0％

152

6,636

2,493

845

22.2％

13.4％

88.9％

財政調整基金残高

一般会計起債残高

特別会計起債残高

企業会計起債残高

公 債 費 比 率

起 債 制 限 比 率

経 常 収 支 比 率

◆財政調整基金

経済不況や災害発生などによる予期しない収
入減少や不時の支出の増加に備えるため、地
方公共団体の財政は、財源に余裕がある年度
に積み立てをして長期的視野に立った計画的
な財政運営を行っています。その積立金をいい
ます。

◆公債費比率

借金で事業に取り組んだあと、その返済にあて
られる経費（公債費）が一般財源に占める割合。

◆起債制限比率

一定の算式で計算され、この数字の過去３年間
の平均が20％を超えると、起債（借金）が制限
されます。

◆経常収支比率

経常的に自由に使えるお金（地方税や普通交
付税など）が、経常的な経費（人件費や公債費
など）にどの程度充てられているかを計る指数。
この数値が高いほど財政が硬直化しています。

ワンポイント財政用語ワンポイント財政用語

問合先　財務課　☎（22）3234
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歳入　62億8,448万円
歳出　59億8,938万円

旧今立町一 般 会 計

歳 出

歳 入

町税
10億6,899万円
（17.0%）

その他①
8億2,426万円

(13.1%）

農林水産業費
2億8,755万円

（4.8%）

消防費
2億5,676万円

（4.3%）

商工費
4億3,870万円

（7.3%）
議会費
7,971万円

（1.3%）

その他
6億3,892万円
（10.7%）

民生費
9億6,197万円
（16.1%）

教育費
5億4,040万円
（9.0%）

総務費
6億4,970万円
（10.9%）

土木費
5億1,123万円
（8.5%）

衛生費
5億3,548万円
（8.9%）

公債費
10億8,896万円
（18.2%）

その他②
1億8,535万円

（2.9%）

地方消費税交付金
1億3,097万円

（2.1%）

繰越金
2億3,534万円

（3.8%）

分担金及び負担金
9,299万円

（1.5%）

諸収入
9,007万円

（1.4%）

国庫支出金
3億4,895万円

（5.6%）

町債
7億9,707万円
（12.7%）

県支出金
5億8,625万円
（9.3%）

地方交付税
19億2,423万円
（30.6%） 自主財源

　　 23億1,165万円
　　　（37.3%）　

依存財源
39億7,283万円 　　

（62.7%）　　　　

医療費の支給など、私たちの健康を守ります。

歳入　9億8,431万円／歳出　9億1,998万円

民健康保険事業

特 別 会 計

企 業 会 計

国

3642戸の家庭に飲料水を供給します。

事 業 収 益　2億4,900万円

事 業 費 用　2億4,398万円

資本的収入　7,432万円

資本的支出　1億3,529万円

道事業（上水道区域）水

お年寄りの医療費をまかないます。

歳入　14億9,018万円／歳出　14億9,018万円

人保健事業老

お年寄りの介護費をまかないます。

歳入　9億5,596万円／歳出　9億3,601万円

護保険事業介

お年寄りのデイサービスを行います。

歳入　4,506万円／歳出　4,506万円

イサービスデ

工業用地、住宅団地の造成を行います。

歳入　3億3,453万円／歳出　3億3,453万円

地造成事業土

生活排水を浄化し、環境改善を行います。

歳入　10億2,833万円／歳出　10億2,629万円

水道事業下

月尾地区と服間地区の飲料水を確保します。

歳入　5,288万円／歳出　5,137万円

易水道事業簡

旧今立町の財政状況
（単位：百万円）

H16H15H14項　　　目

153

6,410

2,936

824

23.9％

15.2％

94.7％

152

6,539

2,834

814

23.1％

14.3％

88.0％

152

6,636

2,493

845

22.2％

13.4％

88.9％

財政調整基金残高

一般会計起債残高

特別会計起債残高

企業会計起債残高

公 債 費 比 率

起 債 制 限 比 率

経 常 収 支 比 率

◆財政調整基金

経済不況や災害発生などによる予期しない収
入減少や不時の支出の増加に備えるため、地
方公共団体の財政は、財源に余裕がある年度
に積み立てをして長期的視野に立った計画的
な財政運営を行っています。その積立金をいい
ます。

◆公債費比率

借金で事業に取り組んだあと、その返済にあて
られる経費（公債費）が一般財源に占める割合。

◆起債制限比率

一定の算式で計算され、この数字の過去３年間
の平均が20％を超えると、起債（借金）が制限
されます。

◆経常収支比率

経常的に自由に使えるお金（地方税や普通交
付税など）が、経常的な経費（人件費や公債費
など）にどの程度充てられているかを計る指数。
この数値が高いほど財政が硬直化しています。

ワンポイント財政用語ワンポイント財政用語

問合先　財務課　☎（22）3234
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早
め
の
準
備
、お
願
い
し
ま
す
。

早
め
の
準
備
、お
願
い
し
ま
す
。

年
末
調
整
・
確
定
申
告

年
末
調
整
・
確
定
申
告

年
末
調
整
・
確
定
申
告

　平成17年分の確定申
告をする人で、たとえ
ば介護保険申請日が平
成17年12月６日で、介
護保険認定日が平成18
年１月５日だった場合

平成17年中は介護保険の
認定をされておりません
ので、対象になりません。

前回の介護保険認定日の
平成17年1月5日のランク
により認定します。

税 務 課　☎（22）3014

武生税務署　☎（22）0890

●問合先　長寿福祉課　☎（22）3784

※申請日および認定日について（例）

認 定

基 準

介護保険認定の寝たきり度ランクＡ
又は痴呆度ランクⅡの人

介護保険認定の日常生活自立度（寝たきり度）判定基準で
準寝たきり（ランクＡ）と判定された人と、痴呆性老人の
日常生活自立度判定基準のランクⅡと判定された人

○障害者に準ずる人

　申請により、介護認定の訪問調査表および主治医意見書で障害者又は特別障害者を認定

します。交付される認定書は、税の障害者控除対象となります。

　給与所得者の大部分の人は、「年末調整」によってその年の所得税が精算されますので、

改めて確定申告をする必要はありません。

　しかし、給与所得者でも確定申告をしなければならない場合や、確定申告をすると源泉

された所得税が還付される場合があります。

○確定申告をしなければならない場合

　１）平成17年中の給与収入が2,000万円を超える場合

　２）給与を１ヵ所から受けている人で、給与所得や退職所得以外の所得金額が20万円を

超える場合

　３）給与を２ヵ所以上から受けている人で、年末調整をされなかった給与の収入金額と、

給与所得や退職所得以外の所得金額との合計金額が20万円を超える場合

　４）同族会社の役員やその親族などで、その同族会社から給与のほかに、貸付金の利子、

店舗・工場などの賃貸料、機械・器具の使用料などの支払を受けている場合

　５）災害により被害を受けたことにより、平成17年中の給与について災害減免法により

源泉徴収税額の徴収猶予や還付を受けた場合

○確定申告をすると所得税が還付される場合

　１）雑損控除の適用を受ける場合

　２）医療費控除の適用を受ける場合

　３）住宅借入金等特別控除の適用を受ける場合

◆給与所得者の確定申告

◆介護認定で税の障害者控除対象者に認定します

認 定

基 準

介護保険認定の寝たきり度ランクＢ以上
又は痴呆度ランクⅢ以上の人

介護保険認定の日常生活自立度（寝たきり度）判定基準で
寝たきり（ランクＢ以上）と判定された人と、痴呆性老人の
日常生活自立度判定基準のランクⅢ以上と判定された人

○特別障害者に準ずる人

●問合先 

更新の場合

新規の場合
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平
成
16
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
報
告

歳
　

入
　

40
億
７
３
３
２
万
円

歳
　

出
　

40
億
　

５
４
５
万
円

繰
越
金
　
　
　

６
７
８
７
万
円

【
歳
　
入
】

　
歳
入
は
、40
億
７
３
３
２
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
２
億
９
３
８
万

円︵
５
・
４
％
︶増
加
し
て
い
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者︵
65
歳
以
上
︶の
保

険
料
は
、
６
億
５
３
８
２
万
円
で
全

体
の
16
・
０
％
を
占
め
、第
２
号
被
保

険
者︵
40
歳
〜
64
歳
︶の
保
険
料
は
12

億
３
２
５
８
万
円
で
30
・
３
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
寝
た
き
り
、
ま
た
は
、
認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
い
と
い
う
願
い
を
実
現
す
る
た
め
、
介
護
保
険
制

度
が
で
き
ま
し
た
。
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
１
年
間
の
旧
市
町
の
介
護
保
険
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　
歳
出
は
、40
億
５
４
５
万
円
で
、前

年
度
よ
り
２
億
３
２
３
万
円︵
５
・
３

％
︶増
加
し
て
い
ま
す
。平
成
16
年
度

に
支
払
わ
れ
た
保
険
給
付
費
︵
利
用

者
一
部
負
担
を
除
く
︶
は
38
億
４
０

４
６
万
円
で
、
前
年
度
の
保
険
給
付

費
と
比
べ
る
と
６
・
６
％
増
加
し
て

い
ま
す
。

【
歳
　
出
】

　
歳
入
は
、９
億
５
５
９
６
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
１
億
９
８
６
万

円︵
13
・
０
％
︶増
加
し
て
い
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
︵
65
歳
以
上
︶の
保

険
料
は
、
１
億
４
３
２
４
万
円
で
全

体
の
15
・
０
％
を
占
め
、第
２
号
被
保

険
者︵
40
歳
〜
64
歳
︶の
保
険
料
は
２

億
８
２
０
３
万
円
で
29
・
５
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

【
歳
　
入
】

旧
武
生
市

旧
今
立
町

※
保
険
給
付
費
っ
て
な
に
？

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
か
か
っ

た
費
用
の
う
ち
、
利
用
者
の
一
部
負

担
を
除
い
た
も
の
で
す
。

※
表
示
単
位
未
満
は
端
数
処
理
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
問
合
先
】
介
護
保
険
室
　

☎（
２
２
）３
７
１
５

（
平
成
16
年
度
決
算
）

（
平
成
16
年
度
決
算
）

介
護
保
険
状
況

介
護
保
険
状
況

介
護
保
険
状
況

歳入合計
40億7332万円

歳出合計
40億545万円

歳入合計
９億5596万円

歳出合計
９億3601万円

平
成
16
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
報
告

歳
　

入
　

９
億
５
５
９
６
万
円

歳
　

出
　

９
億
３
６
０
１
万
円

繰
越
金
　
　
　

１
９
９
５
万
円

　
歳
出
は
、９
億
３
６
０
１
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
１
億
２
１
９
８
万
円
︵

15
・
０
％
︶
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成

16
年
度
に
支
払
わ
れ
た
保
険
給
付
費

︵
利
用
者
一
部
負
担
を
除
く
︶は
８
億

７
２
４
２
万
円
で
、
前
年
度
の
保
険

給
付
費
と
比
べ
る
と
13
・
１
％
増
加

し
て
い
ま
す
。

【
歳
　
出
】

国の負担分
（24.8%）
10億1,065万円

県の負担分
（12.0%）
4億8,910万円

市の負担分
（14.9%）
６億537万円

第2号被保険者
保険料（30.3%）
12億3,258万円

第1号被保険者
保険料（16.0%）
6億5,382万円

その他（2.0%）
8,180万円

保険給付費
（95.9%）
38億4,046万円

総務費（3.1%）
1億2,358万円

その他（1.0%）
4,141万円

国の負担分
（25.1）%
2億3,965万円

県の負担分
（11.7%）
1億1,219万円

町の負担分
（15.0%）
1億4,322万円

第2号被保険者
保険料（29.5%）
2億8,203万円

第1号被保険者
保険料（15.0%）
1億4,324万円

その他（3.7%）
3,563万円

保険給付費
（93.2%）
8億7,242万円

総務費（4.0%）
3,741万円

その他（2.8%）
2,618万円
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き
た
が
わ
　
ひ
ろ
や

な
が
や
　
か
ず
ひ
ろ

う
え
だ
　
し
ょ
う
り

た
ば
た
　
　
ち
な
つ

い

わ

の

　

　

　

　

み
つ
か
わ
　
り
ょ
う
じ

こ

じ

ま

　

ち

あ

き

よ

し

だ

　

も

え

か

か
わ
い
　
し
ゅ
う
ま

す

ぎ

た

　

ち

さ

と

◇「今だけ」「あな
ただけ」などと契
約を急がせる業者
には要注意！

◆公的機関の職員
が一般住宅を訪問
し、火災警報器を
販売することはあ
りません！

《問合先》
消費者センター ☎（２２）３７７３
長寿福祉課 ☎（２２）３７８４
南越消防組合 ☎（２１）０１１９

　
平
成
16
年
６
月
の
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、

一
般
の
住
宅
に
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
改
正
を
理
由
に
、
悪
徳
業
者
が

消
防
職
員
を
か
た
っ
て
、
商
品
を
販
売
す
る

事
件
が
全
国
で
発
生
し
、
特
に
高
齢
者
に
多

く
の
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

　
訪
問
販
売
の
業
者
と
契
約
す
る
と
き
は
、

そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
を
す
る
の
で
は
な
く
、

他
の
業
者
と
見
積
も
り
を
比
較
す
る
な
ど
、

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
、
訪
問
販
売
事
業
者
に
よ
る
﹁
点
検

商
法
﹂﹁
か
た
り
商
法
﹂
な
ど
の
被
害
に
あ
っ

た
ら
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

かたり商法に注意!!
悪徳業者が消防職員をかたり

“火災警報器”を販売する事件が全国で発生しています

　
近
年
の
社
会
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る
状
況
を
ふ
ま
え
、
地
域
住
民
の
自
主
防
犯
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
た
め
、
日
本
一
安
全
・
安
心
な
﹁
越
前
市
・
南
越
前
町
﹂
ま
ち
づ
く
り
運
動
協
議
会
を

設
立
し
ま
し
た
。
11
月
23
日
㈷
に
設
立
大
会
を
開
催
し
、
犯
罪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
５
項
目

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
市
内
の
小
中
学
生
２
８
７
０
人
か
ら
応
募
さ
れ
た
﹁
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
標

語
﹂の
入
賞
者
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
一
安
全
・
安
心
な

”越
前
市
・
南
越
前
町
”

ま
ち
づ
く
り
運
動
協
議
会
を
設
立

︻
最
優
秀
賞
︼
　

と
ら
な
い
で
　

ぼ
く
の
自
転
車
　

宝
物 

武
生
南
小
学
校
３
年
　

北
川
　

寛
也

︻
優
秀
賞
︼　

見
守
り
隊
、行
き
も
帰
り
も
、安
心
だ
。 

王
子
保
小
学
校
４
年
　

永
谷
　

和
丈

き
っ
ぱ
り
と
　

こ
と
わ
る
勇
気
が
　

悪
に
勝
つ 

南
条
中
学
校
１
年
　
　

上
田
　

翔
利

カ
ギ
か
け
た
？
　

そ
の
一
言
も
　

小
さ
な
防
犯 

南
中
山
小
学
校
６
年
　

田
畑
　

知
夏

︻
佳
　

作
︼　

ぼ
う
は
ん
は
、大
人
と
子
ど
も
の
ス
ク
ラ
ム
で 

吉
野
小
学
校
２
年
　
　

岩
野
し
お
り

安
全
は
　

待
つ
も
の
じ
ゃ
な
く
　

作
る
も
の 

味
真
野
小
学
校
５
年
　

光
川
　

涼
司

た
だ
い
ま
の
　

あ
な
た
の
一
声
　

ま
つ
家
族 

武
生
第
三
中
学
校
２
年
　

小
島
　

千
明

ま
ぁ
い
い
か
　

ゆ
る
ん
だ
気
も
ち
に
　

赤
信
号 

国
高
小
学
校
６
年
　
　

吉
田
　

萌
果

あ
ん
し
ん
だ
　

声
か
け
あ
っ
て
　

み
ん
な
が
見
て
る 

白
山
小
学
校
２
年
　
　

河
合
　

脩
真

へ
ら
そ
う
、わ
た
し
た
ち
の
町
の
、き
け
ん
マ
ー
ク 

武
生
西
小
学
校
３
年
　

杉
田
　

智
里

　
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
お
互
い
助
け
合
い
な
が
ら
﹁
安
全
で
安

心
な
ま
ち
﹂の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。問

合
先
　

防
災
安
全
課
　

☎︵
２
２
︶３
０
８
１



越前市広報12月15日号15

　
か
き
ょ
う
こ
う
え
ん

〜
花
筐
公
園
で﹁
も
み
じ
ま
つ
り
﹂開
催
〜

　
か
き
ょ
う
こ
う
え
ん

〜
花
筐
公
園
で﹁
も
み
じ
ま
つ
り
﹂開
催
〜

も
み
じ
、
鮮
や
か

も
み
じ
、
鮮
や
か

お
米
で
作
っ
た

パ
ン
、ケ
ー
キ
は
い
か
が

お
米
で
作
っ
た

パ
ン
、ケ
ー
キ
は
い
か
が

　
﹁
米
を
小
麦
の
代
わ
り
に
粉
に
し
て
何

で
も
作
ろ
う
﹂
と
農
業
振
興
の
た
め
に
、

旧
今
立
町
産
業
振
興
課
が
公
募
し
て
会

員
を
募
り
、
平
成
15
年
５
月
に
発
足
し

ま
し
た
。
最
近
あ
ち
こ
ち
で
米
粉
で
作

る
パ
ン
や
ケ
ー
キ
を
聞
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
地
元
産
の
米
を
使
っ
て
作

っ
た
の
は
、
県
内
で
は
、
私
た
ち
﹁
と
こ

と
ん
お
米
倶
楽
部
﹂が
最
初
で
す
。

　
小
麦
粉
で
作
れ
る
も
の
な
ら
何
で
も

米
粉
で
作
れ
ま
す
。
﹁
外
国
産
の
小
麦
粉

の
代
わ
り
に
一
般
家
庭
で
も
す
べ
て
米

粉
で
料
理
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
﹂
、
﹁
米

粉
の
パ
ン
を
学
校
給
食
で
提
供
で
き
れ
ば
﹂、

﹁
米
生
産
農
家
の
元
気
に
つ
な
が
れ
ば
﹂
、

﹁
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
で
も
食
べ
ら
れ

る
パ
ン
や
ケ
ー
キ
を
作
り
た
い
﹂
な
ど
、

一
つ
一
つ
夢
が
実
現
し
て
い
く
の
を
楽

し
み
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
　

　
市
内
外
含
め
、
約
60
人
の
会
員
が
思

い
思
い
の
レ
シ
ピ
の
研
究
開
発
や
商
品

化
を
目
指
し
、
一
般
家
庭
へ
の
普
及
の

た
め
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
会
の
活
動
は
、
月
に
一
度
の
例
会
で

の
講
習
会
と
情
報
交
換
会
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
へ
の
バ
ザ
ー
の
出
店
で
す
。
一
般

向
け
の
講
習
会
や
出
前
講
座
の
開
催
、
パ

ン
作
り
な
ど
の
体
験
講
座
の
申
し
込
み

も
行
っ
て
い
ま
す
。
要
望
が
あ
れ
ば
ど

こ
へ
で
も
出
向
い
て
行
き
ま
す
。
近
々

念
願
の
加
工
所
を
確
保
し
、
パ
ン
や
ケ

ー
キ
の
定
期
販
売
を
始
め
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
入

会
者
募
集
中
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

　
と
こ
と
ん
お
米
倶
楽
部
事
務
局

　［
工
芸
王
国
内︵
今
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

内
︶］☎︵
４
３
︶０
８
７
９

自
治
振
興
会

設
立
に
向
け
て

［
今
立
４
地
区

︵
粟
田
部
・
岡
本
・
南
中
山
・
服
間
︶］11月９日に開催した岡本地区説明会

　
現
在
、
各
地
区
で
説
明
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
12
月
中
に
は
、
各
地
区
で

準
備
会
が
立
ち
上
が
る
予
定
で
す
。

　
今
後
は
地
区
の
宝
や
課
題
を
掘
り
起

こ
し
、
将
来
計
画
を
た
て
、
早
い
と
こ
ろ

で
は
来
年
４
月
中
に
振
興
会
が
設
立
さ

れ
る
予
定
で
す
。

は
な
が
た
み

パン作り講習会
地元産米で作ったパン

　
県
の
天
然

記
念
物
﹁
薄

墨
桜
﹂
に
代

表
さ
れ
、
桜

の
名
所
と
し

て
知
ら
れ
る

花
筐
公
園
に
、

約
５
０
０
本

の
も
み
じ
が

植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
皆
さ
ん
ご
存
じ

で
す
か
。

　
こ
の
も
み
じ
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

花
筐
公
園
保
勝
会
︵
宇
野
猪
之
助
会
長
︶
が

中
心
と
な
っ
て
、
花
筐
も
み
じ
ま
つ
り
が

11
月
６
日
〜
23
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
勝
会
は
、
桜
や
も
み
じ
の
植
樹
や
遊

歩
道
の
整
備
・
清
掃
な
ど
公
園
内

の
整
備
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
県
内
有
数
の
紅
葉
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
県

内
外
か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
足
を

運
び
、
赤
や
黄
色
に
染
ま
っ
た
も

み
じ
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
を
写

し
て
い
ま
し
た
。

たくさんの人でにぎわう会場

か
き
ょ
う
こ
う
え
ん
ほ
し
ょ
う
か
い

う
　
の
　
い
　
の

　
す
け
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

製
造
事
業
所
の
み
な
さ
ん
へ

　
〜
統
計
調
査
に

　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
を
行
い

ま
す
。
調
査
の
実
施
は
、
12
月
か
ら

平
成
18
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が

伺
い
ま
す
。
　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内

容
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
を
厳
守

し
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先
　

情
報
統
計
課

☎(

２
１)

５
０
７
８

暖房温度を21度から20度にすると、一家庭あたり年

間で約25.7キログラムの二酸化炭素が削減できます。

知識！知識！知識！知識！知識！
再
生
品
を
提
供
し
ま
す

　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
提
供
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　

利
再
来
館
坂
の
口
展
示
場

申
込
期
間
　

１
月
４
日
(水)
〜
25
日
(水)

当
選
者
発
表
　

２
月
１
日
(水)

※
当
選
者
に
は
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

引
取
期
間
　

２
月
２
日
(木)
〜
11
日
(土)

問
合
先
　

利
再
来
館(

第
２
清
掃
セ

ン
タ
ー
内)

勾
当
原
町
86
︱
28

　(

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日)

　
☎(

２
８)

１
３
９
０

　市では地球温暖化防止のため暖房温度を20度にして、

働きやすく、暖かいビジネススタイル「ウォームビズ」

を呼びかけています。

■問合先　環境政策課

　　 ☎(２２)５３４２

エアコン内部の

掃除をする

首元、手首、足首を

保温する

肌着は保温性の

高いものを選ぶ
暖房は部屋を離れる

10分前に切る

冷気の進入を防ぐため

カーテンを利用する

障
害
の
あ
る
人
へ

手
当
を
支
給
し
ま
す

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
20
歳
未
満
の
心
身
障
害
児
を
監
護

す
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ

っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
し
ま
す
。

●
障
害
児
福
祉
手
当

　
20
歳
未
満
の
重
度
の
心
身
障
害
児

で
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

●
特
別
障
害
者
手
当

　
20
歳
以
上
で
、
心
身
に
重
度
の
障

害(

１
、
２
級
程
度)

を
重
複
す
る

か
、
単
一
の
重
度
障
害
で
あ
っ
て

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

●
重
症
心
身
障
害
児
(者)
福
祉
手
当

　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
、
等

級
が
１
、
２
級
の
人
ま
た
は
、
県

総
合
福
祉
相
談
所
に
お
い
て
規
則

で
定
め
る
障
害
の
程
度
と
判
定
さ

れ
た
人
に
支
給
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
手
当
も
本
人
お
よ
び
扶

養
義
務
者
に
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
障
害
の
程
度
、
施
設
入
所

の
有
無
、
年
金
受
給
の
有
無
な
ど

で
支
給
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
合
先
　

社
会
福
祉
課

　
☎(
２
２)

３
０
０
４

J
R
武
生
駅
で

切
符
を
購
入
し
た
人
へ

無
料
で
駐
車
場
を
提
供

　
市
特
急
・
新
幹
線
対
策
促
進
期
成

同
盟
会
で
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
J
R
武
生
駅
で
名
古
屋
、
京
都
、

金
沢
以
遠
の
往
復
切
符
を
購
入
し
た

場
合
、
無
料
で
駐
車
場(

旧
武
生
商

工
会
議
所
跡
、
暫
定
駐
車
場)

を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
先
　
J
R
武
生
駅

　 

☎(

２
３)

０
２
３
０

広告掲載スペース
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宝くじは社会に役立てられています宝くじは社会に役立てられています宝くじは社会に役立てられています宝くじは社会に役立てられています宝くじは社会に役立てられています

　(財)自治総合センターが実施しているコミュ

ニティ活動支援助成事業を活用して、家久町の

子供みこしを購入しました。

　このコミュニティ助成事業の財源には、宝く

じの収益の一部が充てられています。

問合先

　政策推進課　☎(２２)３０１６

U
タ
ー
ン
就
職
者
企
業
説
明
会

﹁
ふ
く
い
企
業
探
訪
﹂を
開
催

市
体
育
館
・
青
年
セ
ン
タ
ー

休
館
の
お
知
ら
せ

期
間
　

12
月
26
日
(月)
〜
１
月
３
日
(火)

　(

年
末
年
始
お
よ
び
フ
ロ
ア
ワ
ッ

ク
ス
が
け
清
掃
の
た
め)

問
合
先
　
市
体
育
館

　
☎(

２
２)

６
３
９
５

万
葉
菊
花
園
だ
よ
り

申
込
・
問
合
先
　
☎(

２
７)

７
８
０
０

●
正
月
用
苔
玉
作
り
講
座

と
き
　

12
月
25
日
(日)
　
午
後
１
時
半
〜
３
時

費
用
　
２
０
０
０
円

定
員
　

20
人

︻
温
室
閉
鎖
の
お
知
ら
せ
︼

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た
め
ガ
ラ

ス
温
室
を
閉
鎖
し
ま
す
。

閉
鎖
期
間
　

12
月
15
日
(木)
〜
平
成
18

年
３
月
末

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

申込・問合先　〒915−0071(住所記入不要)

　　　生涯学習課　☎(２２)３９７７

成人式のご案内成人式のご案内成人式のご案内成人式のご案内成人式のご案内
　平成18年の成人式は越前市になってはじめての成人式です。「式典」、「講演会」、「新成人の

つどい」を分けて開催します。なお、「式典」、「講演会」は、市民の皆さんも参加できます。

と　き　１月８日㈰

　　　　午後１時半〜　　式典

　　　　午後２時〜　　　講演会

　　　　午後３時10分〜　新成人のつどい

ところ　文化センター　大ホール

その他　自家用車での来場はご遠慮くだ

さい。やむを得ず自家用車で来場する

場合は文化センターおよび市体育館の

駐車場をご利用ください。また、簡素

な服装で参加しましょう。

※アトラクション参加者を募集しています

式　典　祝辞、新成人のことば

講演会　演題　「新成人に向けて」

　　　　講師　水谷修氏

新成人のつどい　アトラクションなど

学校や就職のため市外へ転出している人(当

市に住民票がない人)で、成人式に出席し

たい人は、住所、氏名、生年月日、世帯主

名、電話番号をはがきに書いて申し込むか

電話で直接申し込んでください。

みずたに おさむ

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

●
サ
ン
タ
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

と
き
　

12
月
17
日
(土)

　
午
前
10
時
〜
11
時
半

内
容
　
楽
し
い
人
形
劇
と
ク
リ
ス
マ

ス
の
つ
ど
い

参
加
費
　
３
０
０
円(

要
予
約)

●
福
祉
講
演
会

と
き
　

12
月
17
日
(土)

　
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

講
師
　
石
川
美
恵
子
氏(

美
野
里
社

会
福
祉
協
議
会
次
長)

内
容
　﹁
福
祉
の
心
を
子
ど
も
た
ち
に
﹂

参
加
費
　
無
料

※
子
育
て
広
場
は
年
末
年
始(

12
月

29
日
(木)
〜
平
成
18
年
１
月
３
日
(火))

　
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先
　
子
育
て
総
合
セ
ン

タ
ー
　
☎(

２
３)

８
２
１
１

対
象
　
県
外
の
大
学
、
短
大
、
専
修

学
校
卒
業
予
定
者

●
名
古
屋
会
場(

愛
知
県
産
業
貿
易
館)

と
き
　
２
月
11
日
(土)

参
加
予
定
企
業
　

40
社

●
東
京
会
場(

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ)

と
き
　
２
月
18
日
(土)

参
加
予
定
企
業
　

40
社

●
大
阪
会
場(

大
阪
城
ホ
ー
ル)

と
き
　
２
月
25
日
(土)

参
加
予
定
企
業
　

60
社

※
県
U
タ
ー
ン
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
登
録
者
に
各
種

就
職
活
動
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　h
ttp

://w
w
w
.fu
k
u
i-u

tu
rn
.co

m
/

問
合
先
　
県
労
働
政
策
課
雇
用
創
出
推

進
室
　
☎
０
７
７
６(

２
０)

０
３
９
０

広告掲載スペース
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●
健
康
づ
く
り
事
業
●

　　　
申
込
・
問
合
先
　

☎(

２
４)

２
２
２
１

　
こ
こ
か
ら
は
健
康
増
進
課(

福
祉
健

康
セ
ン
タ
ー)

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

実施時間　午前９時半〜11時

ところ　市保健センター

内容　血圧測定、尿検査、保

健師による相談など

問合先　市保健センター

　☎(４３)７８１２または

　健康増進課

毎月第４木曜日は毎月第４木曜日は
健康相談の日健康相談の日

毎月第４木曜日は
健康相談の日

３
歳
児
親
子
歯
っ
ぴ
ー
教
室

を
開
催

保

健

保

健

保

健

生
活
・
運
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

講
座
を
開
催

●
膝
の
痛
み
に
つ
い
て

と
き
　

１
月
10
日
(火)

　
午
前
９
時
半
〜
10
時
半

と
こ
ろ
　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー 

   

費
用
　

無
料

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　
親
子
歯
磨
き
チ
ェ
ッ
ク
と
３
歳
児

フ
ッ
素
無
料
塗
布
を
行
い
ま
す
。

対
象
　

３
歳
児
健
康
診
査
受
診
児
と

そ
の
保
護
者 

と
き
　

１
月
17
日
(火)

 

と
こ
ろ
　

歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

  

※
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
の
と
き
に

配
布
す
る
フ
ッ
素
塗
布
無
料
券
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

問
合
先
　

歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎(

２
２)

１
０
２
０

内
職
を
提
供
で
き
る

事
業
所
を
募
集

　
市
家
内
労
働
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、

内
職
を
紹
介
し
て
お
り
、
そ
の
内
職

を
提
供
し
て
く
れ
る
事
業
所
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
部
品
づ
く
り
、
糸
き
り
、
縫
製
、

和
紙
、
眼
鏡
な
ど
ど
ん
な
小
さ
な
仕

事
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
先
　

市
家
内
労
働
指
導

セ
ン
タ
ー
　

☎(

２
３)

６
８
５
５

心
あ
ら
た
に
!!

元
旦
初
詣
ラ
ン
ニ
ン
グ

し
き
ぶ
温
泉
湯
楽
里

健
康
教
室
参
加
者
募
集

募

集

募

集

募

集

係

ス
キ
ー
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

講
習
会
を
開
催

式
部
ふ
れ
あ
い
館

講
座
受
講
生
募
集

環
境
審
議
会
委
員
を
募
集

　
良
好
な
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関

す
る
施
策
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る

環
境
審
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格
　

市
内
に
住
む
20
歳
以
上

の
人(

学
歴
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん)

任
期
　

平
成
18
年
２
月
か
ら
２
年
間

※
任
期
中
に
年
３
回
程
度
、
会
議
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。

募
集
人
員
　

３
人

応
募
方
法
　

こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん

だ
環
境
活
動
、
今
後
の
環
境
活
動

に
つ
い
て
の
考
え
を
４
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
、
郵
送(

当
日
消
印

有
効)

、
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
　

１
月
16
日
(月)

応
募
・
問
合
先
　

環
境
政
策
課

　
☎(

２
２)

５
３
４
２

　
F
A
X(

２
２)

７
９
８
９

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　k
a
n
k
y
o
u
@

c
ity

.e
c
h
ize

n
.lg

.jp

●
地
元
の
豆
を
使
っ
て
味
噌
づ
く
り
講
座

と
き
　

２
月
４
日
(土)

　
午
前
９
時
半
〜

事
前
説
明
会
　

１
月
27
日
(金)

　
午
後
７
時
半
〜(

豆
、
麹
な
ど
の

注
文
を
取
り
ま
と
め
ま
す)

定
員
　

15
人

●
お
ひ
な
さ
ま
料
理
講
座

と
き
　

２
月
19
日
(日)

　
午
前
９
時
半
〜

定
員
　

20
人

材
料
費
　

５
０
０
円

持
ち
物
　

エ
プ
ロ
ン

申
込
・
問
合
先
　

式
部
ふ
れ
あ
い
館 

☎(

２
３)

０
０
４
７

●
若
返
り
の
い
き
い
き
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン

と
き
　

１
月
14
日
(土)
　

午
前
10
時
〜

内
容
　

ゲ
ー
ム
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
な
ど

●
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
教
室

と
き
　

１
月
21
日
(土)
　

午
前
10
時
〜

内
容
　

音
読
鑑
賞
、
童
謡
を
歌
う

参
加
料
　

各
３
０
０
円(

入
浴
料
込
み)

申
込
・
問
合
先
　

し
き
ぶ
温
泉
湯
楽

里
　

☎(

２
５)

７
８
０
０

　
第
24
回
初
詣
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
、
３

キ
ロ
、
６
キ
ロ
コ

ー
ス
の
二
部
門
で

開
催
し
ま
す
。
競

争
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
そ
ろ
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　

１
月
１
日
(日)

　
午
前
９
時
　

受
付
開
始

　
午
前
９
時
40
分
　

開
会
式

　
午
前
10
時
　

ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ
　

東
公
民
館

参
加
資
格
　

小
学
生
以
上
の
健
康
な

人(

小
・
中
学
生
の
み
で
の
参
加

の
場
合
は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要)

申
込
締
切
　

12
月
25
日
(日)

　
当
日
参
加
も
可

参
加
料
　

小
・
中
学
生
、
２
０
０
円

　
高
校
生
以
上
、
３
０
０
円(

保
険

料
と
し
て
当
日
徴
収
し
ま
す)

申
込
・
問
合
先
　

東
地
区
体
育
協
会

(

東
公
民
館
内)

　
☎(

２
３)

４
７
６
３

対
象
　

市
内
に
住
ん

で
い
る
か
働
い
て

い
る
人

と
き
　

１
月
11
日
(水)
、

18 
日
(水)
、
25
日
(水)
　

午
後
７
時
〜
９
時(

全

３
回)

と
こ
ろ
　

今
庄
３
６
５
ス
キ
ー
場

内
容
　

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
練
習

募
集
人
員
　

30
人(

定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り) 

参
加
料(

３
回
分
・
保
険
料
込
み)

大
人
　

５
０
０
０
円

小
人
　

４
０
０
０
円

申
込
締
切
　

12
月
27
日
(火)

申
込
・
問
合
先
　

ス
ポ
ー
ツ
課(

体

協
事
務
局)

 

☎(

２
３)

６
２
２
２
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名　称

100 (市が利子負担) ５年以内 労働金庫武生支店

返済期間 受付窓口融資限度額

小規模事業
育成資金

中小企業
振興資金

運転資金

設備資金

150 

150 

1.6〜1.9 

1.6〜1.9

５年以内

５年以内

労働金庫武生支店

市内の各信用金庫

市内の各銀行・

信用金庫

５年以内

７年以内

５年以内

７年以内

1.4〜2.0 

1.4〜2.4

1.5〜2.1 

1.5〜2.5

500 

1,000

1,000

2,000

運転資金

設備資金

生活安定
資金

勤労者

自営業者等

年利率(％)
( 12月15日現在　　(万円) ) 融

資
制
度
の
案
内

問
合
先
　

受
付
窓
口
ま
た
は

　
商
工
政
策
課
　

☎(

２
２)

３
０
４
７

県育児・介護休業
生活資金

※
設
備
資
金
に
は
市
の
利
子
補
給
制

度
が
あ
り
ま
す
。

●

な
ご
み
電
話(

こ
こ
ろ
の
悩
み)

☎(

２
５)

７
５
６
４

　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

●

こ
こ
ろ
の
電
話

☎(

２
４)

０
２
９
４

土
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時

●

ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン

☎(

２
３)

６
６
９
９

月
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

●
社
会
福
祉
課
　
☎(

２
２)

３
０
０
４

・
知
的
障
害
者
の
た
め
の
な
ん
で
も
相
談

第
２
水
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時

●

武
生
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎(

２
２)

８
５
０
０

・
心
配
ご
と
相
談

　
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時

・
法
律
相
談(

電
話
で
の
相
談
、
受
け

付
け
は
で
き
ま
せ
ん)

第
１
・
３
木
曜
日
　
午
前
９
時
半
〜

正
午(

午
前
８
時
半
か
ら
受
付
・
10

人
ま
で)

●

今
立
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎(

４
３)

７
８
３
４

・
行
政
相
談

　
第
２
水
曜
日
　

午
後
１
時
〜
４
時

・
心
配
ご
と
相
談

　
水
曜
日
　
午
後
１
時
半
〜
４
時

・
結
婚
相
談

　
15
日
、
25
日
　
午
後
１
時
半
〜
４
時

●

高
年
齢
者
職
業
相
談
室

☎(

２
４)

５
７
７
７

月
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

●

ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
武
生

☎(

２
３)

７
０
４
６

・
若
者
対
象
の
就
職
相
談
な
ど

火
・
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●

市
民
相
談
電
話

　

☎(

２
２)

１
１
２
２

・
ど
こ
に
電
話
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
時
は
、
こ
ち
ら
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。 

毎
週
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

無
料
相
談

無
料
相
談

無
料
相
談

●

消
費
者
セ
ン
タ
ー

☎(

２
２)

３
７
７
３

・
消
費
生
活
相
談
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

●

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎(

２
２)

３
０
０
０

・
行
政
相
談
　
第
１
・
３
月
曜
日
　
　

午
後
１
時
半
〜
４
時

・
人
権
相
談
　
第
１
月
曜
日
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

・
結
婚
相
談
　
第
１
・
２
・
３
水
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

●

男
女
平
等
オ
ン
ブ
ッ
ド

☎(

２
２)

３
６
６
８

・
性
差
な
ど
に
よ
る
い
ろ
ん
な
悩
み
相
談

毎
週
火
〜
金
曜
日
、
毎
月
第
１
・
３

土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

o
m
b
u
d
@
c
ity

.ta
k
e
fu
.fu

k
u
i.jp

●

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

☎(

２
３)

８
２
１
１

・
子
育
て
相
談
　
毎
日(

休
日
も)

　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

　(

毎
月
第
３
水
曜
日
は
午
後
９
時
ま
で)

・
女
性
相
談
　
水
曜
日

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

●
児
童
福
祉
課
　
☎(

２
２)

３
０
０
６

・
ひ
と
り
親
家
庭
相
談
　
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

●

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

☎(

２
２)

３
０
７
７

・
児
童
養
護
に
関
す
る
相
談
　(

緊
急

の
場
合
は
夜
間
で
も
受
け
付
け
ま
す)

毎
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
半

●

健
康
増
進
課

☎(
２
４)

２
２
２
１

・
健
康
相
談
　
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

こころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくり

●両親学級(要予約)
対象　これから親となる人とその家族
とき　12月26日㈪　午後１時10分〜１時半

●育児相談
対象　１歳未満の乳児
とき　１月10日㈫　午前９時半〜10時半

●離乳食教室
対象　１歳未満の乳児
とき　１月10日㈫
　(初期)　午前10時〜　(中・後期)　午前11時〜

●１歳６カ月児健康診査
とき　１月11日㈬　午後１時半〜２時半

●３歳児健康診査
とき　１月12日㈭　午後１時〜２時半

●こころの相談会(要予約)
とき　１月13日㈮　午後５時半〜８時半
内容　カウンセラーによる相談

●２カ月児セミナー
とき　１月16日㈪　午後１時10分〜１時半

●ハートフルキッズ
対象　１歳以上の幼児
とき　１月16日㈪　午前９時半〜10時半

●はつらつ教室
とき　１月18日㈬　午前９時半〜11時
内容　健康体操など

●子どもの発達相談(要予約)
対象　発達に心配のある子どもとその家族
とき　１月19日㈭　午後１時半〜５時

●いきいき運動広場
とき　毎週火・金曜日(祝日を除く)　午前９時〜11時
内容　転倒予防体操や運動に関する相談など

●テレビカウンセリング(要予約)
とき　１月25日㈬　午前９時〜午後５時
内容　心療内科医による相談

●すこやかサロン(乳幼児)
とき　１月20日㈮　午前10時〜11時半
●こころの相談会(要予約)　☎(４２)３９３９
とき　毎週火・木曜日(祝日を除く)　午前10時〜午後４時
内容　電話、面接、訪問による相談の受け付け

開催場所　福祉健康センター(アルプラザ４階)

開催場所　社会福祉センター(杉尾町)
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武
生
図
書
館
　

☎(

２
２)

０
３
５
４

武
生
図
書
館
分
館﹁
　

﹂

　
　
　
　
　

☎(

２
１)

２
０
０
１

今
立
図
書
館
　

☎(

４
３)

０
２
２
９

図書館
だより

ら
く石石

問合先問合先問合先

●武生南小学校の桜の四季展
　12月20日㈫〜25日㈰
●原真知子シルクスクリーン版画展
　１月５日㈭〜９日㈪
●創作切り絵展
　１月11日㈬〜19日㈭
●森の命とかたち原画展
　１月12日㈭〜19日㈭

開館時間　午前10時〜午後６時
　　　　　(入館は午後５時半まで)
入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
※平成18年２月〜４月までの展示

申し込みを受け付けています。

●ミニ門松づくり
　12月25日㈰　午前10時〜正午
　参加費　1,500円
●新春五穀もちつき・まゆだまづくり(※)
　１月14日㈯　午前10時〜午後１時
　定員　20人
　参加費　大人　　1,500円
　　　　　こども　1,000円
●新雪の森・かんじき体験(※)
　１月22日㈰　午前10時〜午後１時
　定員　20人
　参加費　800円

(※)今立総合支所から午前９時半発
　の送迎バスが出ます。（昼食付き）

●常設展
 ・ 「めでたさのカタチ
　　　　　−寺内コレクション−」
 １月５日㈭〜３月21日㈫
料金　無料

開館時間　午前10時〜午後６時
　　(入館は午後5時半まで)

休館日　毎週月曜日と祝日の翌日

※公会堂記念館では貸館業務を行っ
ています。(要予約)

催し物情報催し物情報催し物情報催し物情報催し物情報催し物情報永宮　綾乃　ちゃん

ながみや　    あやの

(１歳)

最
近
、マ
マ
が
し
て
く
れ
る

耳
そ
う
じ
に
ハ
マ
っ
て
ま
す
♥

♪
♪

次号は１月15日発行

越前市広報12月15日号

◆越前市のホームページアドレス
　http://www.city.echizen. lg . jp/
◆編集・発行　越前市秘書課広報広聴室

〒915-8530 越前市府中一丁目13-7 
☎0 7 7 8 ( 2 2 ) 3 4 2 8

※越前市は環境マネージメントシステム

ISO14001自己適合宣言を行っています。

【11月１日現在】

◆総人口　 88,030人　
　内外国人　 3,245人　

◆男　 43,060人　
　内外国人　 1,611人　

◆女　 44,970人　
　内外国人　 1,634人　

◆世帯数　 28,584世帯　
　内外国人　 2,408世帯　

1212月の納税月の納税12月の納税

固定資産税・都市計画税　第３期
国民健康保険税　第６期
介護保険料　第６期

【夜間納税窓口・納税相談日】
と　き　第１・３火曜日および、

月末開庁日
午後８時まで

ところ　納税課

口座振替の人は残高の確認を
納税はお早めに

人口人口人口

公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館 ☎(21)3900(21)3900☎(21)3900 八ッ杉森林学習センター八ッ杉森林学習センター八ッ杉森林学習センター八ッ杉森林学習センター八ッ杉森林学習センター八ッ杉森林学習センター八ッ杉森林学習センター ☎(42)3800(42)3800☎(42)3800

ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅 ☎(23)5811(23)5811☎(23)5811

しくらしくらしくら

休
日
診
療
に
つ
い
て

☎
０
１
２
０(

２
４)

４
８
９
４

●
市
長
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
F
A
X(

２
２)

９
９
７
７

●
市
民
相
談
電
話

　
☎(

２
２)

１
１
２
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●
提
案
箱﹁
あ
な
た
の
声
﹂

　
市
役
所
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

　
今
立
総
合
支
所

●
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　k
outy

ou@
c
ity

.e
c
hize

n.lg
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年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

　
12
月
29
日
(木)
〜
１
月
３
日
(火)
ま
で

休
館
し
ま
す
。

※
１
月
４
日
(水)
か
ら
通
常
通
り
開
館

　
時
間
外
、
休
館
日
の
本
の
返
却
は
、

各
館
の
玄
関
わ
き
に
あ
る
返
却
口

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
武
生
図
書
館
児
童
室
﹁
キ
ッ
ズ
﹂
の

開
館
時
間
が
早
く
な
り
ま
す

　
12
月
24
日
(土)
〜
１
月
８
日
(日)
ま
で

の
冬
休
み
期
間
中
は
、
午
前
10
時

に
開
館
し
ま
す
。

※
図
書
館
休
館
日
は
お
休
み
で
す
。

　
﹁
S
P
レ
コ
ー
ド
・
ニ
ュ
ー
イ
ヤ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
﹂を
開
催

と
き
　
１
月
14
日
(土)
　
午
後
１
時
半
〜

と
こ
ろ
　
分
館﹁
　
﹂

入
場
　
無
料

ら
く




